
社会資本整備審議会 道路分科会 

令和２年度 第５回中部地方小委員会 
 

１．日 時  令和３年３月１０日（水）10:00～11:00 

２．場 所  名古屋合同庁舎第２号館 ３階共用大会議室 
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               ※敬称略、五十音順 ◎は委員長 〇は副委員長 

４．議 事 

  令和３年度新規事業候補箇所の新規事業採択時評価 

  ・一般国道２４７号 西知多道路（長浦～日長） 
 

＜委員からの主な意見＞ 

【一般国道２４７号 西知多道路（長浦～日長）】 

 ・沿線地域は、鉄鋼企業やエネルギー供給企業が立地する我が国を支える重要な

地域であり、国土強靭化の観点、沿線企業のＢＣＰ遂行の物資搬送路の観点か

らも、重要な道路である。 

 ・空港に向かう際、知多半島道路で事故等があった場合でも、時間通りの到着が

可能となる代替路の整備は、非常に重要である。 

 ・知多地域の住民に対しても、津波浸水想定区域の回避による防災効果の向上や、

産業交通と生活交通の輻輳解消による整備効果が大きい。 

 ・県と十分な施工調整を実施し、工期や費用の効率化を図っていただきたい。 

 ・実際の工事施工に際して、植生等の自然にも配慮いただきたい。 

 

＜結論＞ 

 ・一般国道２４７号 西知多道路（長浦～日長） 

 の新規事業化については妥当である。 

 

 



 

 

 


